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要旨

現代日本語の二字漢語動詞には自動詞と他動詞の両用法をもっ自他両用部J詞

が多数存在している。しかし、どのような動詞を自他両用動詞と認めるかにつ

いてははっきりした定義が定まっていない。本稿では、国語辞典において自他

両用動詞がどのように分類されているか、また、国語辞典によって自他動詞の

認定がどれぐらいゆれているのかを調査し、自他認定のゆれが見られる原因は

「非能格構文vs対格構文j という自他対応にあることを示す。

1.はじめに

和語動詞の場合は f害IJる/害IJれるJのように形態的に自他の区別が可能であるが、

漢語動詞の場合は「するj という一つの形態で、使われるため、形だけでは自他の区

別が不可能である。また、和語動詞は自他同形で使われる動詞の数が比較的に少な

いが、漢語動詞の場合は自他両用動詞が数多く存在している。実際、国語辞典にお

いて自他両用動詞として分類されている漢語動詞は、『岩波国語辞典~ 411語、『学

研現代新国語辞典~ 587 語、『明鏡国語辞典~ 686語にのぼる。さらに、国語辞典に

よって自他認定に対する異同が少なくない。本稿では、自他両用の二字漢語動詞を

対象とし、国語辞典において自他分類がどの程度統一されているかを確認するとと

もに、実際のコーパス調査結果と国語辞典の自他分類が一致するか否かを確認する

ことを目的とする。

本稿で、使っている資料を以下に示す。
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<コーパスデータ>毎日新聞 CD-ROM(2001年'"2003年版)J 

rBCCWJ 2008年度版J

<国語辞典>~岩波国語辞典 第六版』岩波書庖

『学研現代新国語辞典』学習研究社

『明鏡国語辞典 携帯版』大修館書庖

2.自他分類の統一性について

2.1. 自他両用動詞の定義

国語辞典における自他の定義は以下のようである・

(1) ~岩波国語辞典j

a. 他動詞は動作・作用が他に影響を及ぼす意を積極的に表した動詞、自動

詞はそういう意を積極的には表していない動詞である。

b. 他動詞は助詞「を」のついた文節によって修飾され得るが、「山を越えるj

「空を飛ぶJr席を立つJなどのように、助詞「をJが動作の規準点・経

過点を示すものは自動詞である。

[ W岩波国語辞典~ pp.1320 '" 1321] 

(2) W学研現代新国語辞典~:

a. 水が流れる・授業が終わるj のように<対象>を表す目的語を必要と

せず、それ自身の働きとして、充足した意味を表すことのできる動詞が

自動詞、[水を流す・授業を終えるJのように、ある事物(水・授業)に及

んで、それに対する働きかけを表す動詞は他動詞である。

叶 (1) r岩波国語辞典Jと(2)r学研現代新国語辞典』の定義は、国語辞典の記述を筆者

が新たにまとめたものである。(J)~岩波国語辞典』と (2) ~学研現代新国語辞典J では日

本語文法においての自動詞と他動詞の定義を説明している。それに対して(3)W明鏡国語

辞典』では、自動詞と他動詞をどのように区別して辞書の項目に表記するのかについて

説明している。
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b. 走るJr跳ぶJr生きるJのように本来的な自動詞が、 r，，-，を」をとって

他動詞に転じる用法もあり(マラソンを走る・三段跳びを跳ぶ・八十年

の生涯を生きる)、本来的な他動詞(机を右に寄せる)を、「波が寄せる」

のように自動詞として使う例がある(この場合は、「自動詞Jr他動詞Jを

両方とも表示している)。

[ W学研現代新国語辞典~ pp.1431 ----1432J 

(3) W明鏡国語辞典』

a. 害IJれる/割るJのように、形態的な対と 1"-'が1"-'をJの格の対応があ

るものは、 1"'"が」を取るものを自動詞、 r-----をj を取るものを他動詞と

する。「夜を明かすJ のように、 r""，を」への働きかけは希薄でも、「夜

が明ける」のような対を持つものは他動詞とする。

b. 対を持たないが、 r-----をj を取る動詞のうち、「ご飯を食べる j r石を蹴

る」のように意味的に r-----をJへの働きかけの強いものは、他動詞とす

る。

C. 道を歩く」や「幸福な人生を送る」など、移動や時間の経過を表す動

詞で、対もなく、 r-----をj への働きかけも認めにくいものは、自動詞とす

る。

d. 人にかみつく Jのように、対象への働きかけはあるが、 r-----を」には

ならないものも、自動詞とする。

e. ダンスを踊るJrマラソンを走るJのように、対がなく、しかも動詞と

意味的に近接した名詞(し、わゆる「同族目的語J)だけが 1-----を」で現れ

るものは、項目の品詞表示では自動詞とするが、匿習で‘他動詞としての

用法があることを注記する。

E 動詞の連用形について複合動詞を作る用法や補助動詞には、自他の区別

をしない。

[ W明鏡国語辞典~ pp.1785 -----1786J 

(1)""'-'(3)で見られるように、各国語辞典では自動詞と他動詞について、 fガj 格

をとるものは「自動詞J、「ヲ」格をとるものは「他動詞j として認めている。ただ

し、「ヲ j 格をとる動詞であっても、 f席を立つJr道を歩く Jのように、動作の基
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準点や経過点を示す「ヲj 格をとる動詞については「自動詞」として認定すると述

べている。また、『明鏡国語辞典』では「ダンスを踊るJrマラソンを走る j のよう

な同族目的語をとるものは「自動詞J と分類している。以上のように、各国語辞典

では自動詞と他動詞をそれぞれの基準によって(1)'"'-'(3)のように分類しているが、

自他両用動詞をどのように定義するかについては、はっきりした基準が定まってい

ないようである。今回の調査で扱っている三つの国語辞典の中で自他両用動詞につ

いて言及しているのは『学研現代新国語辞典Jのみであり、次の (4)のように示し

ている。

(4) もちにかびが生ずる(自)J rもちがかびを生ずる(他)J r解決には困難が

伴う(自)J r解決は困難を伴う(他)Jや、「字が上手に書けますか(自)J r字を

上手に書けますか(他)Jのように、自他動詞で意味が異ならないと考えられ

るものもあり、この意味では、日本語の動詞は自他に二分されるとするより

は、自動詞・他動詞・自他動詞に三分されると考えるべきかもしれない。「二

00 ccの血を輸血するJr本丸を築城するJなど、目的語を含み持つ漢語サ

変動詞にとりわけこの傾向が強いようだ。

[ ~学研現代新国語辞典~ p. J432 ] 

2.2. 自他分類の一致率

各国語辞典で「自他サ変Jとして分類されているこ字漢語動詞の総数は、先に

示したように『岩波国語辞典j: 411語、『学研現代新国語辞典j: 587語、『明鏡国

語辞典j: 686語である。三つの国語辞典における自他両用の漢語動詞は異なり語

数 912語であり、そのうち、三つの国語辞典において「自他サ変j として自他の分

類が一致している動詞は 269語である。一方、自他の分類が国語辞典によってゆれ

ている動詞は 643語であり、自他の分類が一致している動詞は異なり語数からみる

と約 30%に過ぎないべ

事2 269語の詳細なデータについては[資料 11を参照。
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ロ自他分類が一致している動翻 聞 自他分類が一致していない動翻

{図 1]三つの国語辞典における自他分類の一致率

各国語辞典において自他分類が一致するものと一致しないものの語数は{函 2]

のようになる。

岩波

学研

明鏡

(総411語)

(総 587語)

(総686語)

口自他分類が一致している動詞 ・8他分類が一致していない動飼

[図 2]国語辞典53iJ 自他分類の一致率

以上のように、盟諸辞典によって動詞の自他分類がゆれている動詞は少なくな

い。さらに、一つの動詞に対して、三つの国語辞典においてそれぞれ異なる自他分

類を示している動詞もある。たとえば、「談話するJという動詞は、『岩波国語辞典』

では f自動誤J、『学研現代新国語辞典』では「他動詞」、『明鏡国語辞典』では「自

他サ変Jとして分類されている。 f談話するj のように、三つの国語辞典ともに自

他分類異が異なる動詞 42語を{表 11に示す。

{表 1]三つの国語辞典ともに自他分類が異なる動認 (42語)

動詞 岩波 学研 明鏡 動詞 岩波 学研 明鐘

移牒 自他 自 {む 7 寄書 他 自 自他

2 応答 自 イ也 自他 8 血書 自他 自 他

3 改行 自 イ乱 自他 9 減点 自 イ邑 自他

4 改元 自 他 自他 10 交易 自他 自 {也

5 改名 自 イ也 自他 11 抗議 自 他 自他

6 確言 自他 {也 自 12 抗拒 自 他 自他

-79 -



第十四号筑波大学人文社会科学研究科日本語学研究室 2009『筑波日本語研究』

，，句・・

a'帽
EE

他

也

也

也

也

也

也

也

也

也

也

也

向

回

向

凶

向

口

白

同

{

目

白

国

{

臼

山

U

内

臼

{

臼

白

凶

{

目

白

口

{

臼

白

同

，d
a
E
 

他

-也，aa司E
，

，s司
l

I

1
，

他

也

也

也

自

白

白

也

也

也

也

也

也

也

他

他

向

口

{

臼

{

日

{

臼

白

出

・

山

山

・

山

山

白

同

向

口

白

出

向

日

{

目

白

同

白

u
h日

-
句
』
，
d
l

判

話

答

話

携

導

挫

議

約

談

談

直

通

提

伝

捻

発

破

問

談

答

想

答

演

反

筆

返

膜

明

力

28 

30 

36 

41 

40 

37 

38 

39 

29 

32 

33 

34 

35 

31 

，，a
a

g

a

，
伺
・
・
，
，
.

E

'

'

'

ι

E

E

他

他

也

也

也

也

也

也

他

他

他

也

也

白

出

向

口

{

臼

・

向

出

向

出

向

出

向

目

白

出

山

川

]

向

同

白

出

向

日

・

白

出

向

目

白

出

，d句
B'e

他

也141
 

也

也

也

也

自

也

也

自

也

也

也

也

也

也

，，勾，，，，
4』
l

a

，4a
t

向

口

{

白

白

出

{

目

白

凶

也ーペl

他

自

白

自

白

自

自

白

自

白

言

言

言

信

論

血

広

抗

高

交

口

止

歩

言

覇

形

講

論

話

罪

笑

譲

賞

制

造

代

対

対

断

談

13 

14 

16 

21 

17 

18 

19 

15 

20 

22 

24 

25 

26 

23 

42 27 

[表 11を見ると、『岩波国語辞典』は「自動詞J、『学研現代新国語辞典』は「他

動詞J、『明鏡国語辞典Jは「自他サ変動詞j として分類している傾向があり、国語

辞典によって自他の判定基準にばらつきがあることがわかる。国語辞典によって自

他分類が一致していない動詞 643語の詳細は次のようになる¥

。三つの国語辞典ともに自他分類が異なる動詞-42語

。二つの国語辞典において自他分類が一致している動詞(つまり、一つの国語辞

典のみ自他分類が異なる動詞)-464語

。一つ以上の国語辞典において品詞分類が「名詞Jになっている語、または、

その語自体が国語辞典に収録されていない動詞ー 137語

それぞれの動詞の具体的なデータについては{資料 2]~ (資料 31を参照。
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国語辞典における自他認定について(楊I部郎)

3. 自他両用動詞の自他対応について

3. 1.自他対応とは

従来の文法研究では、 (5)のように自動詞の主格と他動詞の対格が同じ深層格を

持っとき、両者の聞に自他の対応があると言われている。つまり、非対格自動詞と

他動詞が対応である。

るす

る

~

件
、
同
一

方
一
¥
カ

(自動詞文)

[非対格構文 VS対格構文]

({:也動詞文)

(6) a. コップが割れる。

一て
b. 太郎が三之之主割る。

(7) a. 会議が中断する。

てミー
b. 部長が会議を中断する。

しかし、国語辞典において自他両用動詞として認定されている漢語動詞の中には

(8)のような自他対応を成す動詞が多数みられる。

(8) a. Xが~する

丁
b. 主豆~y を~する (他動詞文)

(自動詞文)

[非能格構文 VS対格構文]

(9) a. アメリカが譲歩する。

b. アメリカが主張を譲歩する。

C.車主張が議歩する。
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(9)の「議歩する」は自動詞の主格と他動詞の主格が対応する動詞、つまり、非能

格自動詞と他動詞が対応する動詞である。「譲歩する」のような動詞は、従来の文

法研究で言われてきた自他対応とは全く異なる対応関係を表しており、この場合、

(6) (7)のような動詞と同じく扱うことは不適当であろう。 f議歩する j のような自

他対応を成す動詞については 3.3で後述する。

3.2. 自他分類が一致している動詞の場合

各国語辞典において自他分類が「自他サ変」として一致している 269語のほと

んどの動詞は、自動詞と他動詞の対応において上記の (5)のような対応関係を持っ

ている。つまり、他動詞文の「ヲJ格名詞句が自動詞文の主語として使われる動詞

である。

(10)aて現し た

b. 太郎が芝生実現した。

c.??太郎が実現した。

(自動詞文)

(他動詞文)

前述の『学研現代新国語辞典』で自動詞と他動詞の両用法をもっ動詞として提示

している「生ずるJr伴う Jのような動詞も (5)のような対応関係を成す動詞である。

(1 J) a. もちに企笠益生ずる。 (12) a. 解決には圏整空伴う。

b. もちがかぴを生ずる。 b. 解決は圏整宣伴う。

3.3. 自他分類がゆれている動詞の場合

三つの国語辞典において自他の分類がゆれている動詞の場合は、他動詞文の主語

である「ガj格名詞句が自動詞文でも主語として使われる傾向がみられる。つまり、

従来の文法研究で純粋な自他対応として認められている「非対格構文 vs対格構文j

という対応ではなく、「非能格構文 vs対格構文Jの対応関係を成す動詞である。

上記の (8)のような対応関係、つまり、「非能格構文 vs対格構文」の対応関係を

持つ動詞は、さらに、 Aタイプ""'0タイプの 4つのタイプに分けられる。
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8Aタイプ: 典型的な「非能格構文 vs対格構文Jタイプ

「力演する」は『岩波国語辞典』は「自動詞J、『学研現代新国語辞典』は「他動

詞Jと『明鏡国語辞典』では f自他サ変」として分類されている。「力演するJは

コーパスデータから実例が得られなかったが、 (13)のように、[非能格構文 vs対格

構文]の対応関係を表す動詞である。

(I3)a. 1力演する

b. 蓋ム笠ハムレットを力演する。[明鏡]

c.??ハムレットが力演する。

(非能格自動詞文)

(他動詞文)

。Bタイプ:r動作主体=変化主体j タイプ

「移籍するj は『岩波国語辞典Jでは「他動詞J、『学研現代新国語辞典』と『明

鏡国語辞典』では「自他サ変Jとして分類されている。コーパスのデータから実例

を調べると、「毎日新聞」では「自動詞:283例/他動 詞 :5例j、rBCCWJJでは

「自動詞 33例/他動詞 :2例Jであり、自動詞文の用例のすべてが「動作主主語j

をとる例であった。

(I 4) a. 選手たちが A球団から B球団に移籍した。

b. 選手たちが球団を移籍した。

c.??球団が移籍した。

(自動詞文)

(他動詞文)

(14)のような動詞は他動詞の主語が自動詞文の主語になるという点ではAタイプ

と同じであるが、自動詞文の主語が動きの主体でありながら変化主体となるという

点でAタイプと異なる。

他に、「堪能するJr用心するjのような思考動詞も Bタイプに属する動詞である。

思考動詞は「移籍するJのような動詞に比べて動作主性は劣るが、(15)でみられる

ように、主語が変化主体になる動詞である。

お
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(] 5) a平町る
b. (太郎が)本場の中華料理を堪能する。[明鏡]

C. *中華料理が堪能する。

(自動詞文)

(他動詞文)

これらの思考動詞は「太郎が本場の中華料理{を/に)堪能する」のように、「ヲ」

格と「ニj 格の交替が多く見られる。

θCタイプ:r再帰的目的語」をとるタイプ

「回転する」のように自動詞文において「非対格自動詞Jと「非能格自動詞」の

両方とも使われる動詞も存在する。

(16) a. モーターが回転する。(自動詞文)

¥ 
b. ??太郎がモーターを回転する。 ( 他 動 詞 文 )

(17) a. スケート選手が回転する。( 自動詞文)

b. スケート選手が(体/リンク)を回転する。(他動詞文)

C. スケート選手の体が回転する。

「回転するJは『岩波国語辞典』では「自他サ変J、『学研現代新国語辞典』と『明

鏡国語辞典』は f自動詞J として分類されている。上記の例からみられるように、

「回転する」は (16a)では非対格自動詞、(17a)では非能格自動詞として使われてい

る。コーパス調査において、「毎日新聞jで「自動詞:71例/他動詞 :2例j、rBCCWJJ

では「自動詞:60例/ 他動詞:12例Jが得られた。しかし、「回転するJの他動

詞文のほとんどの例は「まわり(場所)を回転するj のような「場所ヲ」格をとる例

と、「体(の一部)を回転するJのような再帰的な他動詞文の例であり、「対象j 格を

とる他動詞文は「毎日新聞Jが 0例、 rBCCWJJ で 2例しかみられなかった。その

うち l例を以下に示す。
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(18) 1秒間に 40回転の速度で円盤を回転したときにはロ責流音はまったく知覚さ

れず、 20n (20X40=800) の音のみが知覚された。

[BCCWJ : W母音:その性質と構造~J

(I9)のような Bタイプの「ヲ j 格名詞句の場合も「スケート選手がりンクを回転

するJのような「場所ヲj として考える見方もできるかも知れない。本稿では、[非

能格構文 vs対格構文]の対応関係を成す動詞のパターンを分類することに注目して

おり、「場所ヲJ格をとる他動詞文に関する議論については別稿に諮りたい。

( 19)選手たちが盤国主移籍する。 [(14b)の再掲]

① Dタイプ同族目的語Jをとるタイプ

前述の (4)のように『学研現代新国語辞典』では目的語を含み持つ「輸血するJr築

城する」のような漢語動詞において自他両用動詞として使われる傾向がみられると

述べている。一方、『明鏡国語辞典』では「ダンスを踊るJrマラソンを走るj のよ

うな、いわゆる「同族目的語j をとる動詞を「自動詞j として認定している。

f輸血するJは『岩波国語辞典』は「自動詞」、『学研現代新国語辞典』と『明鋭

国語辞典』では「自他サ変j として分類している。コーパス調査において、「毎日

新聞Jで「自動詞 :0例/他動詞:18例」、 rBCCWJJ では「自動詞:1例/他動

詞:3例Jが得られた。

(20) a. 太郎が輸血した。

丁
b. 左盟主500c cの血を輸血した。

c.??血が輸血した。

(自動詞文)

(他動詞文)

「輸血するJのような同族目的語をとる動詞を他動詞として認めるか自動詞とし

て認めるかという問題について少し触れておきたい。

『明鏡国語辞典』では「マラソンを走るj のような同族目的語をとる動詞を自動

R
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詞として認定すると述べているが、 r(歌を)歌う j は「他動詞j、r(庖を)閑居するJ

は「自他サ変動詞Jとして分類している。「走るj は「太郎が走るJのような自動

詞用法が一般的であり、「マラソンを走るJのように「ヲ」格名詞句をとる他動詞

文は稀である。一方、「歌う Jr開庖するJは「歌Jと「庖J以外の「ヲ j 格名詞句

はとることはできない。コーパス調査においても、「歌う jの他動詞例が「毎日:667 

例/BCCW J : 324 i7llJ、 f開庖するj の他動詞文が「毎日:53例/BCCWJ : 18例J

であり、かなり頻度数が高いのである。つまり、自動詞用法が一般的であって、「マ

ラソンを走るJのように他動詞用法が例外的に使われる同族目的語の場合は自動詞

として判断しても良いが、「歌う Jr開庖するJのように他動詞用法の頻度が高い動

詞においては積極的に他動詞用法を認定した方が良いのではなし、かと思われる。特

に、 r500ccの血を輸血するJr 0型の血液を輸血するJの目的語は輸血の対象とな

る血液の内容を説明しているものであり、他動性が強くなると思われる。

以上、[非能格構文 vs対格構文]のような対応関係を持つ動詞をAタイプ"'Dタ

イプに分けて述べた。しかし、自他分類においてゆれがみられる動詞のすべてが必

ずしもこの 4つのタイプにきれいに分けられるわけではない。 (2t)をみられたい。

スUす
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名

。

る

改

る

す

を

す

名

前

名

改

名
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一

が

一

が

郎
下
l
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一

太

一

名

a

i

o

c

 

ヲム (自動詞文)

(他動詞文)

「改名するj は[非能格構文 vs対格構文]の対応関係、を持つ動詞で、ある。 (21a)の

主語である「太郎j は名前が変わる変化主体であり、 Bタイプの「動作主体=変化

主体j タイプに属する。さらに、 (21b)の[ヲJ格名詞句である「名前j が「同族

目的語j であるという点では、 Dタイプの「同族目的語」をとるタイプに属する。

つまり、「改名するJはBタイプと Dタイプの性質を併せ持つ動詞なのである。
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5. おわりに

以上をまとめると次のようになる。

① 国語辞典において自他両用動詞の定義が暖昧で、ある。

② 国語辞典によって漢語動詞の自他認定がゆれている。

③ [非能格構文 vs対格構文]のような対応関係を持つ動詞において自他認定が

ゆれる傾向があり、このような対応関係を表す動詞は、 4つのタイプに分け

られる (A"'"0)。
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[資料 1]三つの国語辞典において自他分類が一致している動詞 (269語)

動開 岩波 学研 明. 動開 主き波 学研 明鏡
-wr f11!也 f111也 n他 63 減給 f也ri 1'11也 1:1 他

j急脱 1'1他 1'11他 1"111也 64 減l夜 fll也 |当 f也 GlII也
ー-JIt1 1'1他 f也I(] {也11当 65 現IU l当f也 l'lf也 1I他
ー - - ~ n他 I;l他 自{也 66 減少 11他 lヨ{也 自{也
移申ぷ 自他 l当{也 n他 67 減if 1'1他 l'lli!! f4他
移動 1:11'也 lilll也 fj他 68 減llr I~I 他 i'Jf也 flll也

7 飲食 rll'也 1] 1-也 l当{也 69 メt、i、 n 他 1:'1他 1'111也
8 隠滅 1'111也 l司{也 1'11也 70 担証縦 lヨf也 l当{也 nll也
9 i{主化 11他 I~i 他 1'1他 71 !係協 I'lfI也 自{也 自{也
10 1';;化 1'111也 I ~ I 他 |当{也 72 i.e:新 l当f也 {也11当 {也IIH
11 汚染 i'-I他 nll也 l当他 73 S世沈 {也11'1 他1'1 1:111也
12 i'HH 他1'1 I¥II!也 自イ也 74 i.e:iさ 1:111也 l当{也 l当(也
J3 }JllJ{ {也1'1 1当{也 lヨ{也 7S 合同 o他 lヨ{也 自1t!J.
14 1111会 I'l他 I~I 他 I!I他 76 ~::ím fI他 lヨ他 lヨ(也
15 開業 rH也 l当11，也 i当イ也 77 I~~ 執 1'1他 I~I 他 1'111邑
16 解決 他 1:1 l当f也 l当イ也 78 l羽定 1:111也 J:III也 l当(也
17 悔tIi 1311也 自{也 自{也 79 混合 自{也 白{也 lヨ{也
18 |持la首 I ~I 11也 I~ 11也 l当{也 80 混食 自{也 I~I 他 I~ 11也
19 解散 I~III也 l当f也 J:H也 81 i1i.li文 {也l当 I~III也 Iヨ{也
20 IllHt; 1:111也 i当f也 1:11也 82 般f台 {也自 l当{也 !当f也
21 解消 l当他 i当{也 白{也 83 浪人 i当{也 自{也 iヨ{也
22 l汝.wi 1311也 l討{也 1'1他 84 混和1 fI他 自{也 自{也
23 解体 1'111也 他/臼 他/自 8S j1tllfl {也o !ヨ{也 l当f也
24 }戊的J イ也o 他 i当 l当他 86 再現 l当{也 l当{也 自(也
2S l司1!i 1当他 自{也 自111也 87 j1f!j(! IiII也 lヨItl!. l当{也
26 Ilfl!i'午 t:H也 la他 自{也 88 i写生 自{也 自{也 1311也
27 !ll:大 {也1:1 111他 Ol也 89 jl}任 自{也 自他 自他
28 S在定 I~II'也 1311也 1:11也 90 ~.z;嘆 自{也 自他 lヨf也
29 締 )L 1'1他 {也 gl nll也 91 作dh 自{也 1311也 自{也

30 1J11m 1tl!.1ヨ l当{也 自{也 92 作興 {也自 iヨ{也 自他
31 化J& 1:1他 i当{也 自(也 93 磁化 自他 !ヨf也 自他
32 加lif 1:11也 l当{也 |当{也 94 持続 自{也 自他 自他

33 合併 l当{也 13他 13他 95 実現 自他 自他 自他
34 稼働 l当f也 自/他 自!{也 96 失墜 {也自 I当{也 i当{也
3S i必然 l当(也 i当{也 1) 1也 97 始動 {也自 f也白 自他

36 完成 I ~II也 自{也 |当{也 98 射iJ:l 自{血 他11ヨ {也fI当

37 乾似! l当f也 l当{也 自{也 99 弱化 l当{也 l当{也 |当(也

38 1伝入 lヨ{也 l当{也 1'1他 100 ~(Ji 自{也 l当{也 l当{自
39 ン.じWl 1;11也 1311也 1:1他 101 集貨 自{也 lヨf也 iヨ{也
40 先ーl l当{也 l当{也 1:1他 102 修業 自{也 lヨf也 I~ 11む
41 車虫干11 (也 1'1 l当{也 1:11i!! 103 m金 {也白 自Itl!. lヨ{む
42 iI'i:級 i当{也 i当{也 l当{也 104 ~M {也l当 l当{也 l当{也
43 4量絶 (也 1'1 1:111也 lヨ他 105 m~枚 l当{色 l当他 他11ヨ
44 i!Jl転 111他 1:1他 1:11i!! 106 収縮 自{也 lヨf也 l当{也
45 i本会 i当他 o他 |当{也 107 ~f員 l当他 1:1他 自他

46 i本11: i当{也 l当{也 l当{也 108 収束 自他 自{也 自/他

47 1111.1(1 1:1他 1311也 l当(也 109 充足 {也白 {也自 自{也

48 際経i 1:1他 {也/自 他11当 110 充塞 l当{也 自{也 自他

49 Jiljftll 1:11也 i当(也 l当{也 111 集中 !当{也 自{也 自{也

50 HWi 1:1他 IH也 m他 112 終了 l当{血 自他 自イ也

51 鰍染 l当他 1当{也 自{也 11 J 収数 自{也 lヨ{也 l当/1，也

52 料品五 1i!!1:1 l当f也 自{也 114 収 I~Î 自{也 自他 自{也

53 係胤 i当{也 1'111也 自{也 115 縮小 {也l当 自{也 自イ也

54 継続 l当{也 l当{也 i当{也 116 受 î~ flll也 自他 自{也

55 化粧 1111也 自{也 自{也 117 IB願 自他 自{也 自{也

56 決祖担 lillt!J. iヨ!也 lヨ{也 118 Jj:l/il( 自他 {也/自 {也/自

57 f.唱I';f:語a、 EII也 l当他 l当他 119 出産 {也lヨ 自{也 自{也

58 t..ti~ It!J.O {也臼 lミ他 120 樹fl. {也l当 l当{也 自{也

59 結束 1:1他 IH也 l当{也 121 界絡 自{也 自{也 自{也

60 決定 他 1:1 !当他 i当f也 122 il~ 倣 lヨ他 自{也 自f也

61 減H: l当{也 i当f也 1'1他 123 焼失 lill.也 自{也 自他

62 減iヨ {也';1 1:111也 lil 他 124 抑射 自{也 l当{也 自{也
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動開 結波 学研 明鏡 動開 岩波 学研 明.

125 成主E i当{也 131!也 iヨ{也 189 司化 lヨ{也 他m 他m
126 焼尽 自他 I~l I1也 I~ 他 190 olif，'; !当{也 l当lil也 IBI他

¥27 小舷 t~1 i也 t'lfi也 l当{也 ¥9¥ [1;1 (半 (也自 1;11(l!! l当{也

¥28 向!f:き l当イ也 1~1 f也 1¥1他 192 内定- l当{也 O(l!! 1;1(1也

129 消滅 I~I I1也 自{也 I~ 他 193 乳化 |当他 他 1~1 l当(也

130 向粍 {也l当 lヨ{也 t:1 (，也 194 人/l1L |当{也 l当(也 l当他

131 優乱 iヨ{也 1~1 他 1~11l!! 195 入符 (也l当 lミ(也 1:11l!! 
132 他l支 t~ 他 1;1 (也 [tll也 196 靖句i111 1:11也 lilll!! t'lll!! 
133 仮!II! 他 l当 他lヨ 1'111也 197 法Jm l当{也 l当f也 t:11l!! 
134 伸縮 t:1 I1也 t:l1也 l当他 198 持i怜 1311也 lilll!! 1'1('也

135 伸長 I~I Il!! 1'11也 1:1 他 199 同cl~ 他 1:1 1'111也 1'1(1也

136 ill"jj~ l当{也 1'11也 o他 200 枝泌 Il!! (1 l'lll!! 1'1(1也

137 {ilIJIii |当{也 |当{也 lうf也 201 曝お t:11也 '~I 他 1:1(1也

138 波書E 1l!!1;1 l司{也 n他 202 忠雄沈 t:11也 他J'I nll也

139 量ド 自{也 o他 l当{也 203 総縦 他1:1 Ol也 t'lll!! 
¥40 1=.育 I~ I'也 i当{也 nl也 204 被砕 (也1'1 I~I Il!!. 1'1('也
141 ヨミ);j( i当{也 '~II他 J'if也 205 li'!i倒 I~ 他 l'lll!!. I'JI也
142 般紙i イ也o {也 l当 自他 206 発現 lヨf也 1:11l!! |当他

143 製版 IH也 Il!! I~I 13他 207 発散 l当f也 {也l当 I~II他
144 析 tlj lき11，也 13他 fll'也 208 発生 自{也 r~ 1他 自/他

145 赤化 i当{也 自他 I~ 他 209 発動 13 f也 l'lll!! l当1I1也

146 後合 {也 l当 自{也 1'11他 210 反映 131也 lヨ{也 1]1他

147 長続 |当 Il!! Ol他 l当{也 211 ~I"減 1311也 !当{也 l当(也

148 級事ま tH也 1;111也 l当It!! 212 反射 I~I 他 1'11l!!. l当{也
149 絶滅 i当{也 自/他 自/他 213 反転 |当他 |当他 1'1他

150 全滅 i当{也 I~I I1也 lヨ{也 214 反駁 lヨf也 i当{也 l当{也

151 ImH {也l当 自{也 自他 215 反発 13他 lill他 w他

152 lflJJ日 lヨ{也 1~1 他 自他 216 反論 131也 1']他 I当1也
153 削減 13他 I~II也 自{也 217 l!1化 自!也 l当{也 l当{也
154 m殖 自他 自/他 自1(1也 218 復元 1311也 litll也 Of也
155 1m進 {也 iヨ iヨf也 lヨ{也 219 腐食 l当f也 1:1他 i当{也
156 駒大 iヨ{也 lヨf也 l当{也 220 復活 iヨf也 l当他 13/11也

157 l¥¥llil: l当{也 I~ 他 自他 221 復旧 自{也 1'1他 l当{也
158 鎖線 自他 自{也 i当イ也 222 主古 l当{也 自{也 lヨf也
¥59 負傷 自(也 t:lf也 自他 223 主興 i当{也 i当{也 l当Il!!.
160 子絞 iヨ{也 1311也 自他 224 憤慨 l当{也 1;1他 13他

161 担当耗 自他 IH也 ドl他 225 分解 自他 |当 Il!!. 1'1他
162 佐積 自他 131他 13/11也 226 紛失 f:il也 l当{也 "11，也
163 大破 I~ 他 13他 {也!I当 227 paUi l当{也 1:1/1也 1'1/1也
164 断水 131t!! iヨ他 i当{也 228 転乱 l当(也 I~III也 t'lll也
165 断絶 iヨf也 自/他 lヨ/他 229 分隊 I~I 他 13他 I~I 他
166 書H資 他o f也l当 Ibllt!! 230 I'll院 131也 t~11他 |当他
¥67 中絶 !当{也 自{也 13他 231 l!ll会 t~llt!! I:J I1也 |当他

168 中断 自{也 自他 I当{也 232 l!ll業 i当他 |当{也 13他
169 alヨ 自他 1:1他 I~l 他 233 平均 l当他 |当{也 131{也
170 中平Il 自他 自他 i当{也 234 併合 I~I 他 {也 1;1 i当{也
171 貯金 l当f也 自他 |当{也 235 閉山 l当{也 1:111也 l当{也
¥72 鎖火 13他 t~\ 1'也 i当{也 236 W¥* lili也 i当!也 l当i也
173 鎖伶 lヨ{也 i当{也 自他 237 併発 lヨ{也 13他 13他
174 鎖定 他o {也自 自他 238 .~~ヂ11 自他 自他 自{也
175 低減 l当{也 自{也 lヨ{也 239 変改 自他 自他 i当他
176 逓減 自{也 1~11l!! o他 240 変1fi 自{也 13他 自{也
177 停止 自他 l当(也 {也11当 241 勉学 自{也 自他 自他
178 逓滑 自他 自他 !当{也 242 変検 !当{也 l当{也 l当{也
179 衡下 l当f也 自他 lヨ{也 243 変形 自他 iヨ他 自他
180 転移 IH也 l'l/lt!! 自/他 244 変説j 自他 i当{也 自他
181 転位 l当{也 自{也 iヨ{也 245 返品 自他 自他 i当{也
182 電化 f也自 自他 i当{也 246 亡失 自{也 lヨf也 自{也
183 展開 f也長l 自{也 13他 247 修練 l当{也 自{也 自{也
184 4ii由 自他 自他 自{也 248 滅却 自{也 i当{也 自{也
185 転換 {也自 il!!t;1 自{也 249 車尽 自他 自{也 自他
186 転倒 自他 自111也 1:11他 250 i存解 自他 自{也 自他
187 転機 自{也 自他 自f也 251 m金 臼{也 自{也 自他
188 点滅 自{也 lヨIt!! 自他 252 絡手1) 自{也 自他 自他
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[資料 2]二つの国語辞典において自他分類が一致している動詞 (464語)
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国語辞典における自他認定について(楊尚郎)

95 只.1t: 日 自/他 lヨ{也 160 志願 {也 I}(I出 l当(ill.

96 」ーilli {也 IH也 {出 161 n Ut o 他 {也 {也

97 Ui泊 o他 I:J u 162 三現 J:j n(1也 lil/iI!! 

98 傾倒 13i也 11 I~ 163 思考 {也 f也 I:Ht!!. 

99 ~J化 {也m(，也 {也 (t!!. 164 施工 {也 l証他 1'1(1也

100 激化 l当{也 I'} t:!(，也 165 司背 n他 {也 {也

101 澱発 1:1他 自他 n 166 主的i {也 l'I(t!!. 1:1(t!!. 

102 決意 11(1也 {也 他 167 失敗 EI 13 I~ (，也

103 給処 自{色 lヨ I:j 168 似司王 fl/也 {也 {也

104 決断 I~I 他 イ也 O(也 169 湿布 {也 l証f也 I'lft!!. 

105 結党 !~I !~ 自{也 170 1'lll¥l !~ (也 1也 1也

106 欠自己 イ也 1:1他 自{也 171 (WJl:f 1:1 n他 1:lft!!. 

107 角年74 I~I ¥:1 i当(也 172 iUIUl H I~I 1'，1(1也

108 IW鋭 {也 l当他 l当{也 173 .i[l);光 )'11:也 1:1 1:1 

109 献血 ¥:1 IH也 fl(也 174 m金 EI u t:l(tl!. 
¥10 ~tt見 1:lfl也 I~I 他 1:1 175 集合 1;11也 EI 1;1 

111 献言 {也 {也 J:lf也 176 判綻 {也 1:¥(1也 {也

112 減殺 イ也 I~I (1也 m(1也 177 愁嘆 n他 1:1 |ヰ

113 減羽L {也 l主{也 I当{也 178 充屯 1:1 [1 o他

114 懸垂 lヨ 自{也 13 179 ifW; l当他 H lヨ
115 減税 {也 {也 自他 180 修了 {也 他 i当{也

116 減反 {也 l当{也 自他 181 (，i Î~t 日 n他 1;1 

117 献本 {也 自他 I~I ftl!. 182 ，1:ネ: 13i:也 {也 f也

118 政惑 l当{也 {也 I~I (tl!. 183 取材 lヨ I~I 他 13(，也

119 公演 1311也 {也 {也 184 受診 13 u |当他

120 後悔 自他 {也 {也 185 訟水 I~ 1;1 IH也
121 興起 自 自 自{也 186 受的 i当{也 1:1 1当{也

122 向吟 {也 {也 13他 187 述償 1:1他 他 (t!L 
123 公述 i当{也 f也 {也 188 IIi金 lニl 自他 i当{也

124 交終 i当 l当 i当{也 189 ll¥fOl lニ! lヨ I:J lt!L 
125 高談 lヨ 自 i当{也 190 IH1ii iヨ liI他 I~I (，也
126 公約 じi他 f也 {也 191 /lj組 自 l'lf也 i当!也
127 1::)がj 自他 {也 {也 192 IH費 1ヨ 1'111也 l当{也
128 呼駁 自{也 lヨ他/白 自 193 :HM. 自他 他 l当{也
129 呉海 自{也 他 {也 194 俊章L I~I I'H也 l当{也
¥30 誤診 自{也 (也 {也 195 消火 iヨ 11 i当1也
131 ieH(Ji o他 {也 他 196 目的成 |当{也 f也 {也

132 怜折 m(，也 (也 {也 197 二下 1'1 u l詰{也/ドl
133 誤伝 l当{也 自{也 {也 198 悩僚 lヨ l当{也 l当他

134 混交 i当{也 自 IHI也 199 拘叙 1'1 lヨ{也 自{也
135 jjH工 i当f也 {也/白 {也 200 上放 十』 1'1 r:1(1也
136 採Illl 13 自{也 自他 201 受動 1'1 1:lf也 IH也
137 係鉱 l当 iヨイ也 iヨf也 202 fH壬 lヨ{也 1:1(1也 1~1 
138 彩色 1:1(1也 lヨ 自他 203 砂'Jt)Il I'J 1'1 t:J(1也
139 t，Hifi I~I lヨ{也 l当{也 204 食事 I~I I~ I:J(，也
140 菜食 l当 自 自他 205 他樹 EI /:1 自{也
141 採寸 ~I 目 自{也 206 蝋m l当{也 {也 {也
142 採石 I~ 自他 自{也 207 他毛 I:J(也 l当 lヨイ也
143 tt炭 !ヨ l当{也 l当{也 208 蝋 I~ 1'1 |士l l当{也
144 作間 イ也 i当{也 自{也 209 締林 自 自{也 自他
145 作詩 13 自{也 自他 210 助勢 自 13 l当他
146 作図 {也 {也 自他 211 除雪 自 EI 自{也
147 撃井 自 }当 自{也 212 除1，'[ 自 日 l当{也
148 有動 闘 自{也 自{也 213 :r，，r， 日 自{也 l当{也
149 抑乳 自 自{也 自他 214 深化 自{也 lヨ他 自
150 /li'irttl 自他 臼イ也 215 幾憾 自他 自{也 長』

151 作歌 @(也 lヨ{也 216 並行 自l自他 目 自f他
152 給食 {也 自{也 自他 217 侵攻 {也 他 自他
153 般化 l証 自{也 自{也 218 深謝 l当{也 {也 {也f自
154 m孔 自f也 自 自 219 浸出 {也 自他 自{也
15S 散財 幽 自 自{也 220 人選 13 目 l~ (，也
156 故発 1:1(1也 自 自1(1也 221 振動j 自他 自他 自
157 盗卵 自 臼 自{也 222 厳重力 自{也 自 自
158 o衡 自{也 自{也 {也 223 心両己 自他 他 {也
159 司会 自他 {也 自他 224 辛抱 自 自他 自{也
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国語辞典における自他認定について(楊尚郎)

動綱 岩波 学研 明鏡 動開 岩波 学研 明鏡

353 号rr l当{也 IJ Il 410 分水 1'1 13 l当{也

354 uJ:!'iL 自 lヨ |当(也 411 分泌 iう他 i当{也 {也

355 鈍化 l当{也 I~ Itl!. El 412 分布 1:11tl!. lヨ 1;1 

356 軟化 l当{也 l当{也 El 413 51，.!: nl也 1'1(1也 i当

357 二分 {也 f也 131也 414 分子11 H H i当{也

358 入術 I~ì (1也 I'l lミ(也 415 閉鎖 1;11也 (也 1;1 (也

359 入金 I:II(也 13 l当{也 416 '1'-定 Itl!.fl 他1'1 (也

360 入総 (也 1:11也 i当{也 417 刻i1 自他 1'1 I~I 1也
361 姶、転 1:1 自{也 J] 418 1~lJ.!; |当 1'11他 I~I 1也
362 納金 I~I 自{也 I~li也 419 1~11"1 1:1 1ヨ l当{也

363 納税 iヨ nl也 自{也 420 変移 l当{也 I~ l当
364 兜業 1也 l当{也 I~l 1也 421 勉強 他 I~I f山 I~I {I也

365 ~t t.l じi 自{也 i当{也 422 編 1111 {也 (也 I~I 1也
366 配水 lヨ m他 i当i也 423 返~ I~I IJ (也 L'II也
367 i)1水 II l当{也 I~I 1也 424 変質 1;1 !当{也 I~I 

368 配 線 I~I I~ lヨ他 425 変色 fl他 I~I l当

369 配腕 lヨ I~ 自{也 426 1f-t~ i也 (也 1;11也

370 壬目白 自 o他 自 427 id本 1¥1他 (也 I~I 1也
371 配 電 fl 目 自他 428 変f;， 1:1 1:1 l当{也

372 排尿 13 l当 自他 429 変約 FI [j l当(也
373 i)f.使 lヨ EI 13他 430 変谷 (也 1'1サ EI I~I 1也
374 配 本 lil他 f也 自他 431 次邸; 1'1 iヨ 1;11也
375 H命 1血 f也 自(也 432 欣吟 (也 !当{也 l当{也

376 廃滅 iヨ i当(也 自他 433 欣;ヨ 他 {也 l当{也

377 f-ltL 自{也 自{也 i当 434 放散 l当 I'H也 O(I也
378 剥脱 lil 自{也 自{也 435 jlJ.射 他 i当{也 他1I~I 
379 最11離 13 自他 自{也 436 放}.\~ 1;1 1;1 I~I {I也
380 封書種 自 臼{也 lヨ{也 437 放泡 1'1 |当{也 lヨ
381 派生 自 iヨ 13他 438 放牧 l当(也 (也 (也

382 絞的 !ヨ EI l当{也 439 発願 |ヨ iell他 自{也

383 発信 自 l当{也 自{也 440 Jlj¥怜 1'1 l当{也 l当(也
384 発:¥!.1 自{也 他 他 441 続約 1;1他 他 他

385 発 電 自 自 自{也 442 命名 I~I l当{也 1;1他

386 f;反省 自他 他 {也 443 滅的ー 他 l当{也 自{也

387 神益 {也自 自{也 444 猛省 1;1{tl!. {也 他

388 1l!，;鋭 自{也 他 自他 445 Iill答 l当 13 I~I 他
389 年下 自他 自他 {也 446 監怠 (也 {也 I~I (tl!. 
390 毛行 自他 f也 {也 447 俗解 Iilltl!. 13 I~I 他
391 飛散 自他 自 13 448 融通 1;llIi也 {也 {也

392 被州 lヨ l当{也 自{也 449 優先 1'1 EI 自他

393 微動 自{也 目 1'1 450 紛lfil 1'1 l当{也 I~I (1也

394 表t.U {也 f也 I~I 1也 451 J!H.~ rl I1也 他 {也

395 封印 iヨ IH也 自他 452 JI)，心 1;1 I~I I~I 他
396 普及 自他 iヨ i当(也 453 予想! 自{也 他 Itl!. 
397 復ぬ {也自 目 自他 454 来品~ i当 I~I I~I (1也

398 被合 I~l 他 13 l当 455 来聴 IJ(1也 1'1 1;1 

399 IIflilj iヨ 自{也 自他 456 力河野 13 I~I (tl!. l当他
400 日薬 自 自{也 自他 457 商HW i当{也 1:1 I~I 

401 負傷 !ヨ 自 自{也 458 立案 l当{也 他 自{也

402 復権 臼他 目 他/自 459 略言 自{也 他 {也

403 物納 {也 自他 自{也 460 iife滋 自 自{也 自他

404 浮揚 自他 目 461 流布 自 l当 自他

405 分業 {也 f也 自{也 462 iili~ {也 他 自他

406 吻合 lヨ 自他 自/自/他 463 恋慕 自 lヨ{也 自他

407 分光 {也 自他 自他 464 歪ull 他自 他l当 {也

408 分'符 自 自他 自{也

409 分散 自 自{也 自他
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{資料 3]名詞として分類されているか、収録されていない動詞 (137語)

動開 岩波 学研 明鏡 動開 量ま渡 学研 1Jl. 
異動 名詞 自{也 自他 63 受電 ナシ 自他 自他
iA事t ナシ 自他 ナシ 64 消音 名詞 自他 自他
煙滅 自他 ナシ ナシ 65 冷水 名詞 自{也 11lf也
抑綴 名言司 自 a他 66 焼損 自{也 ナシ 自{也
!凋院 ナシ 自/他 自他 67 除手窓 名詞 自 自{也
開園 ナシ 自/他 !ヨ他 68 除虫 ナシ 自 自他
11持館 ナシ 自N也 自他 69 神化 自{也 自他 ナシ

8 11初製 ~ll司 自他 自他 70 総経 名詞 自 自他
9 IJII局 ナシ 自他 自他 71 す裂 自{也 自他 ナシ
10 n再校 ナシ 自他 自他 72 製剤 名詞 自{也 自{也
11 倒式 ナシ 自 自{也 73 製表 I~lf，也 ナシ ナシ
12 !鋼所 ナシ 自{也 自f也 74 車詰ま重 ナシ 自他 自{也
13 回旋 自他 ナシ ナシ 75 節倹 名詞 fm 自{也
14 角車問 ナシ 自{也 自{也 76 接骨 名詞 自{也 8 
15 解党 ナシ 自{也 ナシ 77 節税 ナシ i3fl也 自他
16 jJII階 自他 ナシ ナシ 78 折損 自他 ナシ ナシ
17 力目* a他 ナシ ナシ 79 設題 名詞 自 自他
18 架線 名鈎 自他 自(m 80 施主主 名目司 自他 i3fl也
19 1J1I，!足 ナシ 自他 自{也 81 選歌 自 名詞 自{也
20 活経 名問 自 自他 82 選局 ナシ 自 自{也
21 rt入 ~関 自{也 ナシ 83 選句 自 名詞 良{也
22 楽教 ナシ ナシ 自{也 84 前届 ナシ ナシ 自{也
23 議定 自他 ナシ ナシ 85 前略 名詞 名詞 自f也
24 起草主 ~~司 自 自{也 86 湘給 自{也 自 ナシ
25 休館 ナシ 自 自{也 87 造形 自 他 自1也
26 急減 ナシ Elfi也 自 88 送像 名宮司 EH也 自{也
27 総括 自{也 ~~司 名E再 89 構炭 名詞 a他 自他
28 弘通 自 他自 ナシ 90 増便 ナシ 自他 自{也
29 下血 名3司 自 自他 91 送本 ナシ 自 自他
30 結盟 名3司 {也 自他 92 ま来稲 自{也 自{也 ナシ
31 建国 名詞 自{血 自 93 測深 名目司 ナシ 自他
32 検司王 名詞 他 自他 94 損害 他 f也自 名詞
33 検針 ~絢 自他 自他 95 宅診 名詞 自{也 自{也
34 減数 ナシ 自他 ナシ 96 断滅 自他 ナシ ナシ
35 減領 自他 自他 ナシ 97 築庭 名宮司 自 自他
36 ~忍: 名言汚 自 自他 98 着惣 名詞 名詞 自{也
37 減耗 自{也 自他 ナシ 99 務栂 ナシ ナシ 自他
38 1i?O ナシ 自他 自他 ¥00 着火 ナシ 自 自他
39 i喜i歎 ~洞 自{也 自fm ¥01 聴者 名詞 名詞 自他
40 後略 ナシ 他 自{也 102 瀦弦 ナシ ナシ 自{也
41 刻印 名鈎 {也 自{也 103 長時事 自 ナシ 自他
42 刻字: ナシ ナシ 自他 104 貯留 自他 ナシ ナシ

43 混一 4告訴 {也自 自他 ¥05 鎮痛 名詞 名詞 i3~也
44 採光 名締 自 自他 106 停会 自{也 ナシ ナシ

45 砕石 名詞 自{也 自{也 ¥07 底流 名詞 自 自
46 採書E 名目司 告他 自{也 108 ~延 他自 自他 ナシ

47 砕氷 名目可 自他
自自他他

¥09 伝世 ナシ 自他 ナシ

48 
採挫索9敵傷F 

ナシ 自{也 110 電話 名詞 自 自f也
49 ~翻 名詞 自他 111 同期 自

名{也詞
自他

50 自{也 名詞 名古司 112 著書味 名目司 自他

51 沙汰 名前 他自

自自自{他{也也

113 濃化 自他 ナシ ナシ

52 
殺2寺人作

~洞 ~g司 114 排雪 ナシ 自 自fm

53 自 名2司 115 馬食 自{也 {也 ナシ

54 司式 自(也 ナシ ナシ 116 発言 ナシ {也 自{也

55 失役 ナシ f也 自{也 117 発出 自他 ナシ ナシ

56 遮7苦 ナシ 自 自他 118 発話 名宮司 ナシ 自{也

57 写経 名詞 a他 自他 119 汎論 名詞 名詞 自他

58 借地 ~洞 自 自他 120 緋卵 名2司 自他 自{也

59 写Z時 ナシ ナシ 自(m 121 開館 ナシ 自/他 8他

60 集光 ナシ 自 自{也 122 開校 ナシ ナシ 自{也

61 集キL ナシ ナシ 自{也 123 閉式 ナシ 名詞 自{也

62 後爵 名2可 自 自{也 124 問所 ナシ i3fl也 自{也

-94-



国語辞典における自他認定について(楊I\t~郎)

動関 最昔波 学研 ~. 動開 岩波 学研 明鏡

125 ~Jf 名目司 名目司 f]{也 132 ¥t絵 ~， i;;，l ¥?j I，j{tl!. 
126 返信 名絢 tF31司 1'l(1也 133 篠tlJ ナシ EIi也 ナシ

127 ~成 El/也 ナシ f:l{也 134 ff;球 ナシ iミ(也 lミftl!.

128 返屯 <Y， ~司 名1;司 I:jf也 135 液化 I'j{i也 ナシ ナシ

129 liIi球 ナシ 他 13他 136 裂UlI ナシ lil{1也 ナシ

130 尽!伏 O{，也 ナシ ナシ 137 述機 |当11当{tl!. ナシ l司

131 !'H以 名目司 {也 I'j{也

ヤンソノレラン/人文社会科学研究科

(2009年 10月 30日受理)
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